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旧
役
員
の
方
々
は
任
期
の
期
間
中
、
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に
、

ご
理
解
と
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
五
月
三
十
一
日
の
任
期

満
了
を
も
っ
て
、
理
事
会
で
評
議
員
、
評

議
員
会
で
理
事
・
監
事
の
改
選
が
あ
り
ま

し
た
。
理
事
の
互
選
に
よ
り
、
会
長
、
副

会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
役
員
の
任
期
は
、
平
成
二
十
六
年

六
月
一
日
か
ら
、
平
成
二
十
八
年
五
月

三
十
一
日
ま
で
で
す
。
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新
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介
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》
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》
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新
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》
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再
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再
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西
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再
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再
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》
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新
役
員
と
し
て
、
再
任
、
新
任
さ
れ
た

役
員
の
方
々
、
任
期
の
期
間
中
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
日
本
赤
十
字
社
社
資
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
の
お
礼
】

　

五
月
を
赤
十
字
運
動
月
間
と
し
て
、
日

本
赤
十
字
社
社
資
の
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
六
月
三
十
日
現
在
、

三
百
七
十
一
万
三
千
円
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
赤
十
字
社
資
は
、
災
害
時
の
救

援
物
資
等
の
支
援
活
動
、
献
血
事
業
、
海

外
協
力
事
業
等
に
広
く
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

【
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

会
費
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
】

　

さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
費
納

入
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
さ

つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
費
は
、
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
（
校
区
）
活
動
助
成

を
始
め
、
地
域
福
祉
推
進
の
為
の
活
動
費

と
し
て
役
立
て
て
お
り
ま
す
。

【
役
員
交
代
の
紹
介
】
敬
称
略
・
順
不
同



平成25年度　社会福祉法人 さつま町社会福祉協議会　決算書　　 （単位：円）

勘定科目（大区分） 一般会計
収益事業
特別会計

旅客運送事業
特別会計

合　　計

収　
　
　
　
　

入

会費収入 4,830,300 0 0 4,830,300

寄付金収入 3,563,524 0 0 3,563,524

経常経費補助金収入 32,734,775 0 0 32,734,775

助成金収入 75,000 0 0 75,000

受託金収入 55,843,170 0 0 55,843,170

事業収入 43,621,316 2,535,260 2,296,400 48,452,976

貸付事業等収入 1,401,000 0 0 1,401,000

共同募金配分金収入 3,567,700 0 0 3,567,700

介護事業収入 105,037,072 0 0 105,037,072

雑収入 7,727,375 0 0 7,727,375

受取利息配当金収入 20,409 751 727 21,887

会計単位間繰入金収入 1,080,000 0 0 1,080,000

経理区分間繰入金収入 0 0 0 0

　　経常活動収入計 259,501,641 2,536,011 2,297,127 264,334,779

　　施設整備等収入計 0 0 0 0

積立預金取崩収入 480,000 0 0 480,000

その他の収入 21,501,660 0 0 21,501,660

　　財務活動等収入計 21,981,660 0 0 21,981,660

収     入　  合 　 計 281,483,301 2,536,011 2,297,127 286,316,439

支　
　
　
　
　

出

人件費支出 200,441,758 0 300,000 200,741,758

事務費支出 17,058,262 32,450 73,400 17,164,112

事業費支出 49,364,794 96,600 1,420,018 50,881,412

貸付事業等支出 1,478,000 0 0 1,478,000

助成金支出 6,242,750 0 0 6,242,750

負担金支出 50,000 0 0 50,000

会計単位間繰入金支出 0 580,000 500,000 1,080,000

経理区分間繰入金支出 0 0 0 0

売上原価 0 2,209,294 0 2,209,294

　　経常活動支出計 274,635,564 2,918,344 2,293,418 279,847,326

固定資産取得支出及び繰入支出 0 0 0 0

　　施設整備等支出計 0 0 0 0

積立預金積立支出 1,101,474 0 0 1,101,474

その他の支出 6,633,480 0 0 6,633,480

　　財務活動等支出計 7,734,954 0 0 7,734,954

予 備 費 0 0 0 0

支 出 合 計 282,370,518 2,918,344 2,293,418 287,582,280

当期資金収支差額合計 －887,217 －382,333 3,709 －1,265,841

前 期 末 支 払 資 金 残 高 42,075,176 5,475,134 4,241,755 51,792,065

当 期 末 支 払 資 金 残 高 41,187,959 5,092,801 4,245,464 50,526,224



　

昨
年
八
月
か
ら
始
ま
っ
た
暮

ら
し
安
心
・
地
域
支
え
合
い
推

進
事
業
で
す
が
、
平
成
二
十
五

年
度
は
紫
尾
地
区
の
紫
尾
上
・

紫
尾
中
・
紫
尾
下
の
三
公
民
会

で
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
等

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
に
出

て
き
た
反
省
点
や
好
事
例
な

ど
を
活
か
し
な
が
ら
、
平
成

二
十
六
年
度
は
十
箇
所
で
の
支

え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
目
標

と
し
、
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
取
り
組
み
に
い
ち

早
く
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
い
た

柊
野
地
区
（
柊
野
上
向
江
・
柊

野
中
間
下
公
民
会
）・
佐
志
地

　

佐
志
地
区
で
は
さ
く
ら
公
民
会
の
支
え

合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
と
し
て
、
同
年
六
月

十
六
日
（
月
）
に
第
一
回
ご
近
所
福
祉
座

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
さ
く
ら
公
民

会
は
高
齢
化
率
の
比
較
的
低
い
地
域
で
は

あ
り
ま
す
が
、
空
き
家
が
多
い
な
ど
の
課

題
も
あ
り
ま
す
。
民
生
委
員
さ
ん
が
支
え

合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
り
、
会
場
も
ご
提
供
い
た
だ
き

ま
し
た
。
座
談
会
で
は
『
世
話
焼
き
さ

ん
』
と
色
々
な
方
が
線
で
つ
な
が
り
、
こ

の
人
に
話
を
聞
け
ば
こ
の
地
域
は
大
体
の

こ
と
が
分
か
る
と
い
う
、
住
民
同
士
の
関

係
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

八
月
に
は
柏
原
地
区
の
上
川
口
公
民
会

で
の
ご
近
所
福
祉
座
談
会
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
通

じ
て
、
地
域
住
民
が
中
心
と
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
課
題
の
対

応
策
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

☆
今
後
の
展
開
に

　
　
　
　

乞
う
ご
期
待
で
す
☆

柊
野
地
区
（
柊
野
上
向
江
・
柊
野
中
間

下
公
民
会
）

佐
志
地
区
（
さ
く
ら
公
民
会
）

　

柊
野
地
区
で
は
平
成
二
十
六
年
六
月

十
三
日
（
金
）
に
第
一
回
ご
近
所
福
祉
座

談
会
が
開
催
さ
れ
、
柊
野
上
向
江
公
民
会

周
辺
の
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
行
い
、

住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
等
を
矢
印
の
線
で

記
入
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

同
月
十
八
日
（
水
）
に
第
二
回
と
し
て

柊
野
中
間
下
公
民
会
周
辺
の
支
え
合
い

マ
ッ
プ
づ
く
り
を
同
様
に
行
い
ま
し
た
。

　

柊
野
地
区
は
地
区
全
体
で
命
の
カ
プ
セ

ル
（
緊
急
時
医
療
情
報
キ
ッ
ト
）
を
導
入

し
て
い
る
な
ど
、
特
に
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
へ
の
見
守
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
地
域

で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
座
談
会
で
は
積
極

的
に
発
言
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

区
（
さ
く
ら
公
民
会
）
で
、
六
月
よ
り
早

速
ご
近
所
福
祉
座
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

暮らし安心・地域支え合い推進事業



さ
つ
ま
町
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

　

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
五
日
（
日
） 

さ
つ
ま
町
青
年
団
団
員
十
三
人
が
二
渡
地

区
及
び
神
子
地
区
に
分
か
れ
て
ゴ
ミ
拾
い

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

日
頃
の
生
活
の
中
で
町
を
歩
く
こ
と
が

少
な
い
た
め
「
こ
こ
に
公
園
が
あ
る
。」

「
こ
ん
な
道
が
あ
っ
た
の
か
。」
と
新
た

な
発
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
、
思
っ
た
以

上
に
ゴ
ミ
が
少
な
い
と
驚
き
を
感
じ
、
こ

れ
は
地
域
・
自
治
会
で
の
清
掃
活
動
の
成

果
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
私

た
ち
の
住
む
さ
つ
ま
町
が
き
れ
い
な
町
で

あ
り
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

　

さ
つ
ま
町
青
年
団
は
、
福
島
英
之
団
長

を
は
じ
め
、
団
員
三
十
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

団
員
は
随
時
募
集
中
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
状
況

　

平
成
二
十
三
年
三
月
に
、
当
初
六

人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
青
年
団
活
動
で

す
が
、
現
在
は
団
員
も
三
十
人
に
増

え
ま
し
た
。
地
域
の
元
気
な
若
者
の

受
け
皿
と
し
て
、
楽
し
み
を
持
っ
て
、

無
理
な
く
、
自
分
達
の
ペ
ー
ス
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

青
年
団
へ
入
る
ハ
ー
ド
ル
を
低
く

す
る
こ
と
で
、
さ
つ
ま
町
に
溶
け
込

ん
で
行
き
や
す
く
な
る
よ
う
な
組
織

に
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
子
供
た

ち
や
お
年
寄
り
の
、
元
気
づ
け
が
出

来
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
行
き
た
い

で
す
。

　

青
年
団
の
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ

職
場
も
違
い
、
多
種
多
様
な
メ
ン
バ
ー

で
、
月
に
一
回
の
定
例
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
た
ま
に
は
懇
親
会
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
若
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト

を
計
画
中
で
す
。
あ
な
た
も
青
年
団

で
、
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

福
島
連
絡
先

　

〇
八
〇
―
一
七
〇
五
―
六
六
四
九

福島　英之　団長

鹿児島県青年大会での町民音頭の披露 ほたるの里ジョギング大会出場





　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆
様
方
よ
り
頂

き
ま
し
た
寄
付
を
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た

め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
〜

　

平
成
二
十
六
年
六
月
三
十
日
受
付
分
）

寄
付
者
名
（
故
人
名
）《
敬
称
略
》

（
町
内
は
大
字
、
町
外
は
住
所
地
）

前
原　

勝
男
（
故　

前
原　

ト
ミ
）
宮
之
城
屋
地

山
下　

幸
子
（
故　

山
下　
　

）
船
木

山
下
ア
キ
ヱ
（
故　

山
下　
　

林
）
虎
居

西
薗
マ
チ
子
（
故　

西
薗　
　

嵩
）
宮
之
城
屋
地

吉
留
ミ
ツ
エ
（
故　

吉
留　

茂
則
）
柏
原

仮
屋　

秀
樹
（
故　

仮
屋　

ウ
メ
）
佐
志

神
馬
場
久
子
（
故　

神
馬
場
道
徳
）
中
津
川

森
永　

秀
子
（
故　

山
下
サ
ツ
子
）
薩
摩
川
内
市

貝
﨑　

博
子
（
故　

貝
﨑　

俊
彦
）
船
木

内
山　

正
一
（
故　

内
山　

正
徳
）
鹿
児
島
市

井
上　

幸
子
（
故　

井
上　

幸
一
）
宮
之
城
屋
地

森
園　

利
隆
（
故　

森
園　

明
美
）
久
富
木

木
村　

和
光
（
故　

木
村
イ
ク
子
）
宮
之
城
屋
地

川
内　

純
男
（
故　

川
内　

フ
ヂ
）
大
阪
府

西
之
園
洋
三
（
故　

西
之
園
ミ
ツ
ヱ
）
佐
志

宇
宿
ア
ツ
子
（
故　

宇
宿　

五
雄
）
鶴
田

小
椎
八
重
廣
樹
（
故　

小
椎
八
重
秀
男
）
宮
之
城
屋
地

宮
脇　

幸
藏
（
故　

宮
脇　

ヒ
デ
）
求
名

寄
付
者
名
《
敬
称
略
》

・
大
庭　

正
信

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場　

上
之
原　

純
夫

・
さ
つ
ま
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

・
谷
山　

光
男

　
　
　
　
　

匿
名
希
望　

一
件

【
備
品
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

(

車
椅
子
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
用
具
・
高

齢
者
擬
似
体
験
セ
ッ
ト
等)

　

さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
さ

つ
ま
町
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
車
椅
子

や
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
用
具
の
貸
し
出
し

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
用
具
は
、
無
料
で
貸

し
出
し
て
お
り
ま
す
が
、
車
椅
子
は
一
ヶ

月
間
だ
け
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
高
齢
者
擬
似
体
験
セ
ッ
ト
の
準

備
も
あ
り
ま
す
の
で
、
福
祉
教
育
等
に
も

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

森　
　

博
昭
（
故　

森　
　

一
枝
）
宮
之
城
屋
地

脇　

ハ
ル
ヱ
（
故　

脇　
　

權
一
）
求
名

長
迫　

文
江
（
故　

長
迫　

邦

）
佐
志

溝
下
セ
ツ
子
（
故　

溝
下　
　

透
）
平
川

滿
留　

民
雄
（
故　

滿
留
伊
津
子
）
久
富
木

山
本　
　

繁
（
故　

山
本　

イ
ク
）
大
阪
府

山
下　

秀
樹
（
故　

山
下　

ミ
キ
）
中
津
川

中
薗　

信
子
（
故　

中
薗　

辰
郎
）
求
名

大
田　

ヱ
ミ
（
故　

大
田　
　

弘
）
鶴
田

大
江
キ
ミ
子
（
故　

生
　

千
歳
）
大
阪
府

村　

作
男
（
故　

村
由
美
子
）
時
吉

北
野　

修
一
（
故　

北
野　

昌
代
）
宮
之
城
屋
地

河
内　

和
代
（
故　

河
内　
　

寛
）
柏
原

八
田　

靖
裕
（
故　

八
田　

サ
チ
）
埼
玉
県

下
薗　

ク
ミ
（
故　

下
薗　

正
美
）
虎
居

新
屋
敷
勝
美
（
故　

新
屋
敷
シ
ヅ
エ
）
求
名

山
口　

満
廣
（
故　

山
口　

ヱ
イ
）
山
崎

淵
脇　

利
行
（
故　

淵
脇
ス
ミ
子
）
求
名

𠮷
田　
　

勝
（
故　

𠮷
田
ム
ツ
子
）
宮
之
城
屋
地

中
王
子
眞
一
（
故　

中
王
子
ユ
キ
）
紫
尾

木
場　

三
生
（
故　

木
場　

満
雄
）
愛
知
県

牧
田　

式
部
（
故　

牧
田　

正
道
）
鶴
田

井
上　
　

悟
（
故　

井
上　
　

近
）
紫
尾

天
瀬　

弘
子
（
故　

中
間　

莊
次
）
長
崎
県

原　
　

克
信
（
故　

原　

シ
ノ
ブ
）
久
富
木

川
畑　

隆
二
（
故　

川
畑　

ト
シ
）
船
木

植
囿　

洋
子
（
故　

今
西　

瀧
男
）
虎
居

林　
　

フ
ミ
（
故　

林　
　

一
夫
）
時
吉

大
平　
　

誠
（
故　

大
平　
　

次
）
虎
居

米
盛　

春
子
（
故　

米
盛　

一
郎
）
白
男
川

福
留
美
智
代
（
故　

福
留　

義
和
）
柏
原

福
留
美
智
代
（
故　

福
留　

義
盛
）
柏
原

松
元
リ
ョ
ウ
子
（
故　

松
元　
　

隆
）
山
崎

宮
之
脇　

維
（
故　

宮
之
脇
正
雄
）
紫
尾

皆
様
の
善
意
に

　
　

感
謝
申
し
上
げ
ま
す

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
用
具



編

集

後

記

　

い
つ
の
間
に
か
半
袖
シ
ャ
ツ
に
な

り
、
汗
ば
む
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

田
植
え
も
ひ
と
段
落
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
が
、
皆
様
、
体
調
な

ど
崩
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
で

し
ょ
う
か
。
夏
バ
テ
し
な
い
よ
う
に

ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
て
、
暑
い
夏
を
乗

り
越
え
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
今
回
、
広
報
誌
第
三
十
号

を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。
発
行
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
域
に
開
か
れ
た
社
会
福
祉
協
議

会
と
し
て
、
地
域
福
祉
の
増
進
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

　

広

報

委

員

山
下　

光
男　
　

角
井　
　

修　
　

柳
田　

道
輝　
　

松
下　

正
人　
　

桑
波
田
敏
光　
　

甫
立
ミ
ヨ
子　
　

【 老 人 福 祉 セ ン タ ー 】 　い ぬ ま き 荘

どなたでもご利用出来ます。

【料金表】（入浴料込み）

さつま町内の65歳以上の方
（１日休憩）150円

（入浴のみ）100円

さつま町内の65歳未満の方
（１日休憩）200円

（入浴のみ）200円

さつま町外の方 （１日休憩）360円

・利用時間：午前９時～午後４時30分

　（ただし、入浴時間は午後４時まで）

・休館日：日曜日・祝祭日・年末年始

・弁当・飲み物は、持ち込み出来ます。

この広報誌の発行には、赤い羽根共同募金が使われています。

かけ流しの温泉　いい湯です

健康教室：忘年会のようす

お茶も準備してあります

健康教室：運動会のようす

【お問い合わせ先】老人福祉センター いぬまき荘　電話　５５－９０５５ （平成26年７月１日現在）
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